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要 旨

小学 3年生26名を対象として､教育カウンセリング的視点から教育実習生が行った ｢ひとこと

作文｣の実践の特徴と効果について検討した｡丑的には､後半になるにつれて増え､内容的には､

EI己紹介 ･爽習生へのF問やlJクエスト･架空の話 ･捻flとが見られ1=のか特徴的だった｡淀み

手の無集件の肯定的配点 .共感的理解を基盤とした轍 は､児求の自由flEl己丑現とコミュニケ-

シタンを促進し､早期かつ多角的な児垂理解と信頼関係づくりに有効であった｡

1 ほ じd)に

r書掛 ま知的活動 (Ai理的思考)の基盤で

あるとともに､コミュニケーションや感性 ･

情緒の基盤でもあり.Jtかな心を育む上でも､

首相にFuする能力を諦めていくことが鬼要で

ある｣(文杯科乍省 2011)とする平成20年

度中央教甘書積金谷中が出され､音1括活動の

充爽にさらに力が注がれるようになった｡児

丑の首相催力や自己表現力,コミュニケ-/ヨ

ンカをLEllJさすための教育手段として,以前か

ら爽践されてきたEl甘己や作文､スピーチなど

は､今後さらに活用されていくものと考えら

れる｡

児丑の日甘己や作文.スビーチを分析した先

行研究としては.宙7Ei科を中心とした教科教

育的投点のみならず.発達心理学や教育心理

学的な視点から児丑理解を目的としたものが

散見される｡

守谷ら (1972)は､児童が1年次から5年

次までのEltE形式で中いた作文について､認

書の紬 と払書のあり方をカテゴライズして

発達的変化を分析し.白己の25Jtが他 (他者)

の毘tに選れること､外面的な故yEから内面

的な書き書へと変化があることなどをiBじた｡

さらに.守谷 (1982)は.児童のEl記の

具体例をあげ､褒攻を放生的にも捉えつつ､

その中に現れる児丘の自己を考頼し.自己の

発達には他者が深く関わることを示した｡

茂呂 (1988)は.作文をJT]いて､昏き手

の子どもがどのような立ち位世で何を見たか

の取述や ｢他称のことばJの引用が､醗み手

とのFZIJでの対粕的なテクス トの風洞を支える

と考秦した｡

本 山 (2004)は.作文や書寺の発表の尖践

から.児鼓の rその子らしさ｣が.作文の題

材や表現の独自性と.それを怯める教師､聞

き手である児女たちなどとの関係性の中で感

知されることを示した｡

中村 ･相馬 (2008)は､クラスの児童を

対頚に3日間朝昼晩と､感付シールと表現シー

ルを貼ったのち出来事や気持ちを具体的に記

述させる T感仲FRjを非核した括束から､

感情のfIEiや性別､頼JFに上って感情衷出に

違いがあることを報督した.



英践研究

柳原 ･小松 (2013)は､小学校4年児童を

対故とした甘rm紙1恋から､El監活動に対す

るとらえ方には､性垂､クラス差があること

を摘*しつつ.学力,いわば国防的な能力を

向上させるt>のと捉えているのに加えて自己

理Alのglとしてもある提庶捉えていると述べ

ている｡

小松 ･m野 (2014)は､児童が家庭で手

き拘任がコメン トする形で10ケ月間抜けら

れた日だを分析し.日忠の内容や他者-の言

及の顔度を救JL的に示した.さらに､鼓敦し

たできごとを脈序に従って書く時系列的表現

を基年にしつつ､そこから生起したできごと

のJT臥 自身の内面､jA去や未来-の展望が

みられることが.書かれた対象との幽俵にお

ける少々の子どもの凶有寸生を耽み手に意iLさ

せることを示した.

その後.山本 ･′トを (2016)は､沓き手

と沓く対穀との隣保､書き手と茂み手との胸

係に注目し.児iが小学校の学習と一つとし

て取り組んだ日記を分析した.ヰき手と中く

対穀との関係の視点からは.時系列的に類似

する内容を換り返し甘くスタイルの中で､細

部への祝点の焦点化.社接辞法を用いた対昔舌

的乗現､他店への批判的な変現､他者-の対

比などの形で子どもの視点が明確化する際､

他省が概々の役'PJを兆たしている状況が戟察

された｡また､これらの歩き手と対象との関

係に関する幾現のレバ- トリーは､r卵割こ沓

き手と聯lみ手の関係において､蕃き手が自己

を定位する行為として考えられた｡

これらの先行研究を放牧すると,沓き辛と

してのチビも理解から､子どもと沓く対穀と

の関係における子ども理解.そして飲み手と

の関係における子ども理#-と考蕪の範囲が

広がっていることが伺える.しかし.学校で

行う作文活動を教育カウンセリング的扱点か

らとらえ.子どもとtlみ手の幽併任を中心と

して1頼した≠告は､狂者らの知る限りでは

ない｡そこで.本B文では､教育実習生が担
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当学級の児丑を対穀として教育カウンセリン

グ的視点から行った作文拓勤の実践について､

書き手 (児童)と枕み手 (炎野生 当時の第

二著者)との関係を中心に報せ 考轟する.

そして.児童郷 や倍耕隣保づくりのための

カウンセリングツールのひとつとしての作文

活hの可能性について凍射していくことを目

的とする.

なお本格での故書カウンセリングとは.国

分 (2004)の挫唱に基づき､r救青に役立つ

教書者が行うカウンセリングJr発達ZLEの

AC決を通して成長を促すための援助活軸Jを

意味している.

2 方 法

(1)rひとこと作文｣二お按の日的

爽習生は,休み時間や給食 ･掃除等の時Rl

は児JEと並んだり会話したりすることを意t

していても､米持児丑とid:倭対肝する時間は.

児童一人あたり数分粗度もないくらいである.

実習生が児虫との rひとこと作文Jのやりと

りを通して.一人ひとりの性格や柿酢､■書好

や生活の様子､感付の軌さなどを知ることが

でき.短期rVlでもより深い児虫理解につなげ

ることができるのではないかとjfえた｡また､

rひとこと作文｣が.対面での書取化が考尊意

でない児丑とも､それぞれの児東のペースや

表現方法でコミュニケーションをする機会と

なり､付斬関係を轟きながら､児童にとって

作文のやり取りが少しでも心の拠り所になれ

ればよいと々えた.すなわち.児童理解と信

頼関係づくりという二つのロ的のもとに実施

した｡

(2)対穀

突習生がボランティアおよび教育実習を行っ

た公立小学校3年生lクラスの児童26名 (刀

子13名､女子13名.年齢8-9ik).

(3)来生JnrM

平成X年5月中旬～6月中旬 (土日を除く教

育英習期rmの43g間､計20回).



(4)lt尭方法

草魚担任の了解 ･協力を得て.掃除と5時

rqElの授業の合間にあるチャレンジタイム

(約15分)に葵習生が.rひとこと作文｣と

称 して毎 日父Jiした｡A4サイズの縦8き作

文用紙を1枚配 り.児*にそのElにあったtil

兵事や感 じたこと思ったことを自由に沓くよ

うに軟示 した.rひとこと作文Jという枠内

での児jEの自由なま現を促すため､実習生へ

の井関や.絵を書くことも可とした｡用紙の

足りない児jEは追加で渡すことも伝えた.ま

た.作文用紙は弊習生がEl作 (図1) し.左

下に毎回違 うイラス トを書せた｡児童の昏い

た作文には.英習生が.毎回3-4行操度の

コメン ト､花丸､rがんばったねJと沓かれ

たスタンプの3点をつけ､作文保存用の台穀

に貼 り付けて返却 した.コメン トは､作文や

生活の摘斗ではなく.Rogers(1957)の無

条件の肯定的E点 ･共感的理解 真実性を基

盤として行った｡

土 _ ___ __… _ 享
Egl使用した作文用紙

(5)アンケ- ト1打丑

軟骨炎習見終EIに､ひとこと作文を行った

感想等をrmう妃名式のアンケー ト■菱を行っ

た.す問項日は3点である｡(かひとこと作文

をやってみてよかったこと (3行｣臣度の自由

た述式).②ひとこと作文をやってみていや

だったこと (3行程度の自由党速夫)､③ひ

とこと作文をまたやってみたいか (l毎日や

りたい､2為に-Li)ならや りたい､3月に-

回ならやりたい､4あまりや りたくない､5

や りたくない､の51牛法).

3 結果と考察

(l)ひとこと作文のJL的分析

4為問のひとこと作文のJL的分析を衷1に

まとめた｡

未1 ひとこと作文のt的分析

(糊 (平均) (糊

lI自任書 】34(丘15)● 74瓜7) 60(5.0)

2⇒Ej牧暮 】33仏12)● 68(a.27) 6SCLO)

3JE]雌 1･拍(5.38) 70(138) 70(5.38)

4JE]放免 168(846) 85(6.53) 83(6.38)

20ElE](tl一El)
牧鼓

叫i久井比tがいた- (平仰 山11群yLk簸)

まず､学校のある平 日5日阿Jを-3elmlの単

位とし､各過に¢いた一人あたりの作文の枚

数を集計した｡文字についてのみ考えれば､

牧政より字数を搬計 した方が.その増減につ

いてはわかりやすいが､栓による表現も可と

したため.今回は枚数で搬針 した｡-過日か

ら四通EJまでの一人▲Liたりの平均枚数は､そ

れぞれ515枚､512枚､538枚､646枚であ

り､1日当たりの平均枚数は､103枚､102

枚､108枚.129枚であった｡また､作文爽

施初 日である1日Ilの平均枚数は､109枚

(男子3名欠席のため母数は23名)､最終 Elで

ある20日日は127枚であった｡一過 El.二

道長日ま1日1枚のペースで甘く児丑が多かっ

たが､三ig日､四igElに向かうにつれてlEl

に2枚以上書く児丑が増えてきた｡四連Elは

5日間で646枚 と4igrN)の中で魚も平均が高

くなっている.最終日に矧 こ多くなっており.

最終日であることを者k して.ひと書作文や

実習生との活動をふ り返ったり､書兼や漁に

よるメッセージなどを定食のように沢山幸い
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て名戊を惜しんだ児卓の先持ちが推奏される｡

さらに､炎習叔終日には､甘皮と同じカラ-

印やJの絵柄の入った作文用紫と､児童の似顔

絵の書かれた作文用穀の二格類を台穀に挟ん

で児丑にalL､2枚とも使ってもよいし,使

わなくてt)よいと教示 したが､最終日のみ最

初から2枚i*されたため､2枚せく児主が増

え､Jt鈴与の平均枚数が多くなった可能性も

1えられる.

+尿 小松 (2013)のT盃では､ El空活

動に関して.女子の方が肯定的に捉える傾向

が示されていたが､本研究でも､出だしの第

-5g日は､女子の方が2枚以上書いていた着

が多く.作文活動への抵抗の少なさや親和性

が感 じられた. しかし後半は､男女差はみら

れなくなった.

また､ほぼ梅EllE]1枚のペースで宰き捷

けた児JLが多い傍ら.-点間で13枚 (1日平

均26枚)作文を書いた児童もいる｡ しかし,

何故も率いた児丑が､必ずしも一枚一枚びっ

しりと文寿を書いている釈ではなく､中には

拾のみ しか描かれていないものや一行目に一

書 しか平かれていないものもあった｡一方､

1日1枚のペースで中いていた児童の作文の

中には､行が足りなくなり轟にまで文章を番

いているものもあった｡ したがって本炎践で

の作文の枚数の速いは､児童から爽習生へ用

紙の追加の野火という債権的なコミュニケー

ションをとろかとらないかも形ず したとも考

えられた｡領確的に追加を要求するか否かは､

児竜の性格の変れと考えられる一方､実習生

とのEu係性のnjlJdであるとも考えられる｡後

半に全体の放散が増えていったこと､最終日

に2枚配布 したところ2枚率いた児童が増え

たことからも､追加をiB:嬢要求するのをため

らうような児丑の気持ちや性格を理解 し､追

加を羊水しやすいような声かけや積極的な関

係づくりが当初から必要であったと考えられ

た.故故にhlえで文字牧の分析をすることに

より.さらに児Jtの性格や感情､BB併催の推
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移を表した結果が得られる可能性があるので､

今後の朋 としたい.

(2)ひとこと日紀の内容分析

内容分析においでは.小松 ･相野 (2014)I

中村 ･相馬 (2008)を題に.児童の書いた

作文の内容を､学収での姓*､自宅での軽鼓

(並びを除く).並び.習い事 スポーツ ･地

域の活動､外出､実習生-のす及 (実習生へ

の平間を除く).実習生以外の他名-のす及.

架空の替.自己紹介.実習生へのす間や リク

エス ト 絵､ポジティブな感付表現､ネガティ

ブな感付兼現の13項目に分類 した｡(衷2)

架空の辞､自己措介､炎菅生-の質問やリ

クエス ト.絵は.本研究において付け加えた

新たな項Elであり､小林 ･紺野 (2014).中

村 ･相馬 (2008)の分類では当てはまらな

い内容が頼政の児tに見られたために追加 し

た.架空の7舌は.ゲームのキャラクタ-や大

洗領などが出てきた空想や書J作物拓などを分

類 した｡ EI己招介は､rわたしのすきな食べ

物はいちごです｣など児皇自身のプロフィー

ル的な内容が背かれている項臼である｡二准習

坐-の質f731や リクエス トは.r先生のすきな

食べ物は何ですかり｣のような質問や r明日

の作文用紙の絵はキリンにしてください｣な

どのリクエス トが述べられていたものを分類

した項目である｡本邦枝で.臼己紹介や質問

や リクエス トが多く見られたのは.児畠が離

み手 (爽習生)を強く意織 してむかれたため

であると考えられた｡また､架空の音別こつい

ても.自らの空想をも自由に綴っていい鵜と

児童が捉えたためと々えられる｡いずれの追

加項目も､教育カウンセ リング的なコミュニ

ケ-ションツールとしてのひとこと作文とい

う夷習生の意図を児童も耕 し活用した結果

と推察された.

初 日においては.r7-校での軽牧Jに放れ

られている作文が435%と最も多く.478%

にポジティブな感情を放す7兼がたされてい

た.ネガティブな感付衷現をた していた児Jt



教育カウ/セリ/タ的税JRからのひとこと作文の爽蟻について

はいなかった｡中村 ･相席 (2008) も､ポ 525%と半数を超えた.ひとこと作文は､あ

ジティプな感情はま出しやすいが,ネガティ まり自らは姑をしてこない児玉との早期の朋

プな感情は兼出しにくい､という結果を示し 保づくりや児生理柵 こも役立った.

ている｡本爽践でも､あたりさわりのない学

校での兼しい出来事から乎き始めた児童が多

いといえるだろう.

しかし-3gElを通してみると､恩も多く沓

かれた内軌 ま rft間やリクエス トJであり､

全体の500%であった.石持 (2004)紘.

F間をすることで相手に関心を持っているこ

とが伝わると述べている｡すなわち､-∃目

にして､早くも､児iから実習生への関心を

伝えるコミュニケーションツールとしてひと

こと作文が使われたことが推轟できる.その

次に多かったのは r学校での鑑牧1467%で

あった.感I如吏現では､ポジティブなものが

二ig目になると-3dE]の内容項目の#i位と

入れ♯わり､r学校での鼓■Jについての甘

及が508%と最も多くなり､r甘Fq･リクエ

ス トJの項目は320%となった.3位は男女

で見なり､女子では r自己紹介)那,男子で

は r絵｣の項ロがそれぞれ多かった.rF 間 J

によって実習生のことを知り安心感が得られ､

ひとこと作文でのコミュニケーションは､児

童の自己Jq示 (片野ら 2004)の段階に入っ

ていったと推痕される.その際.女子は書籍

での､男子は非書I古く拾)での､自己Eq示が

多く行われたと卑えられた.文菅生はもちろ

ん杓任とも学校生活では自ら聴すことの少な

土2 ひとこと作文の内亭分析
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い児丑が､日妃では,児東自身や家族のこと､

平間や リクエス トなどを沢山辛いていたり.

学習に共味がなさそうな児童が､学習-の意

欲を綴っていたりと,多角的に児丘を知るこ

とができた.

三igEIの内容項日は､男女とも､r学校で

の掻救｣r故Jr平間 .リクエス トJと上位

3つは同じでありたが､朋位が違っていた｡

女子は.r学校での払 kJが462%.r冶Jが

292%.rT間 ･リクエス トJが277%であっ

た.一方､M子においては r絵Jが477%で

Jtも多いせであり.その次が ｢学校での鼓鼓J

462%､rflrm.リクエス ト｣246%であっ

た｡r拾Jの耳 目が3gを束ねるごとに男女と

もに増加 し.拾のみの児丘もみられた｡蝦名

(2012)は.r文車では形式的な面もあり､

一連のib鍵を踏まえながら多くは時系列で説

明したり.7i政の内容が示されているのであ

るが､一方胎ではJtt>印穀に凍った堵iirや措

きたい事柄が.自分のイメージとともに選択

されて.はっきりとその一場面が示されるJ

と述べ.名張 名張C2007)は､r書兼は､

年令やその成長過掛 こよる表現の違いの他､

対岬者との緊張関係による抑制感を生 じる危

険性もある｡反乱 描画は直接的な変曳手段

としてその心穀をビジュアル化させることで､

自己､または他省を知る手段として練 り返し

Gk隠することができる｡｣と述べている｡本

邦(践の対穀の小学校3勺三生では､絵のほうが､

書兼に比べてfM易でJ二l由度も補く自分の好き

なことを袈現しやすいため.絵を甘く児童が

増えたのではなかいかと考えられた｡山本 ･

′ト松 (2016)では､r日紀のネタがないので

いつも悩んでいますJという児童の事例が放

り上げられてお り､小松 .#｢野 (2014)で

は. 日妃は.ほぼlZlrmに1回fi慶事いた児

玉が多かった｡木爽接では､児iは拓日 (過

5日)作文を書いていたが､偏む様子は見ら

れなかったことから､妃丑 (沓き手)と実習

坐 (排み手)の阻性が安定したものとなるに
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つれて､文章でも絵でもそのときに rかきた

いものをかくJという自由な表現をするよう

になった可能性が考えられた.

四ig目は93女ともに r於Jが点も多く､そ

の割合は569%であった.挽いて r学校での

捉戟1454%､r;軽野生への書及J246%で

あった.また.最終 日である20日日は.r炎

習生への書及Jが692%とJkも多く､rあり

がとうJr大好きjrわすれないでください｣

など､別れに蘇しての思い出やメッセージが

書かれていた.その次にた速の多かった項El

は r学校でのBkJ615%であった.

中村 ･相馬 (2008)は､女子のカが男子

よりも感情表出の頼度が市いと報告 している

が､本実践では､乃女とも.ポジティブな感

情表現は4ig間を通 して50%前後を推移 し.

ネガティブな感付表現は初日の0%から徐々

に増えていき､四月E]では10%を瓜えたが､

男女の違いはあまりみられなかった.4穎間

を為 して r兼 しかったJや rうれ しかった｣

などのポジティブな感情褒現が多かったこと

からは､クラスの多くの児童が楽しい草収生

活を送れていることが稚経できた｡ネガティ

ブな感付袈現においては.全件として沓かれ

た回掛 士少なく､rつかれた｣や rさみしい｣

などの甘茶が時に綴られていたが､紋くこと

はなかった｡ネガティブな感付も袈現 しても

良いという受容的な界Lu先や耶】係性がひとこ

と作文の勘でできていたためとも考えられた｡

また､四週日で.ネガティブな感情袈現が増

えたのは､尖羽生との別れを意qEして r寂し

い｣などの表現が複赦みられたのが-凶であ

ると考えられた｡

4jJgrWを通 して舟 も書及 された内容は､

r学校 での錘叔｣ であった. 小松 ･紺野

(2014)の3年生を射殺とした日瓦研究では､

家族での外出捷書を取 り上げた内容が最も多

く､学校での柾Jkに関する書及は少なかった

と報告している.これは.本実践では作文が,

小松 ･紺野 (2014)の研究のように家で脊



いてくるものではなく,学校において事かれ

たという弊凶が関操していると推察される｡

本共成では.児童にとって-番新 しい定植は.

捷策や休み時間等に起こった出来事について

であり.外出時や賓でのttl来事は直近でも前

日まで妃他をj出って書かなければならないた

め.乍枚外での抜*についての妃連が少なく､

早便での捷kにおける監速が多くなったので

はないかと々えられる.このように児童にとっ

ては正近のできごとが記述されやすいたわ.

児立脚 のた桝 こは.家庭での状況や気持ち

か.学校での状況や先持ちかなど､矧 こ改み

手が把振 しておきたいことが表出されやすい

ように監連の特仲lやgl所などを設定すること

が有用であると才えられた.

(3)ひとこと作文JtT後の感想

ひとこと作文終了後アンケー トの点黒を､

衰3にまとめた.EI由だ述式での回答項Elの､

r①ひとこと作文をやってみてよかったこと｣,

r②ひとこと作文をやってみていやだったこ

と｣の回巷を､rA児丑自身の行為 (作文を

中くこと等)に関する感想JrB実習生の#

きかけに関する感想JrC.爽習生と児童の相

互の関わりに関する感想JrDその他 (｢何

が｣がない短い感恕｣の4つに分類 した｡

まず.r(Dひとこと作文をやってみてよかっ

たこと｣についての回答は､rA児童自身の

行為にF弟】する感 想｣と典に ｢B実習生の働き

かけに対する感想｣も多かった｡

gE省 らは､尖魔Mは､̂ 4-枚サイズの作

文を縫目gFき紋けることに困惑や抵抗感､負

担感をもつ児毛も少なくないと考えていた.

そのため.爽習生は､あったことだけでなく､

好きなものや嫌いなもの.感 じたこと､質問

や絵等､自由に書いてよいということを､折

に触れ伝えた.また.Rogert;(1957)が挙

げた無粂件の肯従的妃Jt 共感的理瀬 ･真実

性を今回のひとこと作文を実践するうえでの

tEみ手 (実習生)の基本的態度とした｡rA_
児jE自身の行為に関する感想｣に示された作
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文をせくことに対する冊iLT的な感想から､児

童理ACや関係づくりのための自由fL表現の坊

としての作文という意図を児jEが理頼 し､沈

み手 (実習生)に向けて兼現することを粂 し

めたことが祉捜された.

また､ttみ手 (炎習生)は転E]&布する作

文用米のイラス トに児JLのLIクエス トを取り

入れたり､コメン トは.受容 支持 ･換 り返

し 明dL化 (Et分 1979)を農本として時に

自己EII示や平間t}行い､作文の文書や絵の内

容に対 してのコメン トだけではなく.学校生

活で児童が頑衷っていたことにも関基づけて

コメン トを沓くなどして.児JLが安心感を持

ち晴耕開院を恭けるよう留意 した. rt3.実習

生の書きかけに榊する幽 )では.これらの

実習生の■きかけが児JEに好意的に受け止め

られていたことがeL78された｡

次に.rQ)ひとこと作文をやってみていや

だったこと｣についての向苓であるが､rB

爽習生の■かけに対する槻 ｣に分類される

r最初は色なしでいやだったJというBl客が

1人､な しと回答 したのが25人であった.

r最初は色なしでいやだったJとい うのは､

作文用紙の左下に侮回戦せていたイラス トの

ことであり､爽鬼開始から一過ruの閉までは

白熊印刷で配布 していた｡ある時印刷のミス

でカラー印刷をしてしまい.それを何人かに

rラッキーガール (ボーイ)｣と苦って配布 し

た時､明日から全部色付きがいいと児鼓から

声が挙がり､それ以来カラー印刷で配った｡

しかし､色つきの絵を見てこそ r色なしでい

やだ｣と比較も可能になることから､一部の

児童のみが色つきでr1分は色なしであった時

に感 じた rいやだ｣という気持ちは､戚終日

の感想でも思い出すほど.当嬢児童にとって

は横念で寂しい件*だったのかもしれない｡

最後に.r(診またやってみたいかJの回答

であるが.rl侮日やりたいJと同者 した児

童が24人､r25gに一回ならや りたい)と回

答 した児tが1人.rl毎日や りたいjr233



女3 ひと書作文をやってみてよかったこと

α)ひとこと作文をやってみてよかったこと

^ 児女r]身の行為に -FIの.たのしかったことやうれしかったことを色々かけて,うれしかったでT.

関する軌 今EIあったことをいっぱいはなせてよかったです

いろいろやれてよかった.

たくさん文がかけてよかつた..

いろいろかけてよかった.

まい日たのしいことがかけたからたのしかつfT-
･ひとこと作文が力ヾナてよかったです.

拾とか文をきくのがすごいたのしカーつた

ひとこと作文がもつとやりたいtf.

･またやりたしゝ また毎Elやりたいな九

･またかきたしゝ

臥 蜘 )■きかけ ･先生のひとことがおもしろlヽ

に関する感想 ･先生からことばがもらえること.

･伽 ;し}つもかわいいからよかったと患います

先生のことがよくしれてよかった.

馳 iあってよかった.
いっぱいコメントをもらったこと｡

先生にいつt'コメ/トをもらえてうれしかったでT.

先生のことも少しわかってよかったでれ

先生のいろいろなことがしれてうれしかったI

-かJ川,つもやってくれてうれしかったI

コメ/トありがとう｡

･おにごっこをやったときにおにをやってくれたのがよかつナL

C 教師と児頓の仙E 先生ともつとなかよくなったからとてもうれしかった.

の関わりにrm ~る感血L いっぱい先生とあそべてにつきもたのしかったです｡

先/kといろんなことをお話できてうれしいでナ｡

･先'JLにいろんなことをったぇられるし､先!1三からコメ/トをもらえること｡

･先生とおにごっこやそうじができたこと｡

D その他 (｢何が｣が たのしかった｡(3人)

ILい触 増徴) ･めつちやたのしかった｡侮日たのしかったq

②ひとこと作文をやってみていやだったこと

8.榊 きかけ ･収切は色/LLでしやだった

に防する軌



に一回ならや りたいJr3月に一回ならや り

たい｣の3つすべてに丸を付けていた児童が

1人であった｡学校でのひとこと作文の毎日

の爽滝は､児女にとっては負担になっておら

ず兼 しんで行えていたことが､アンケー トか

らも4号された.一方､英習生にとっては､

毎El全月のひとこと作文i･改んでコメン トを

つけることは想放以上に時間を要し､その負

担は少なくなかったとのことであった. しか

ひとこと作文の実践をLiElして.児童埋熊と信

頼甜係の形成に対する有用性を一書実感 した

のは､実習生であった.我執 こなった後も､

頻よは挨らしながらも､ひとこと作文の実践

を授けているそうである.

4 おわ リに

本独文では.教育実習生が担任の了解と協

力を伶て､教育1'胃の4為間.担当学級の児

竜26名を対穀として､教育カウンセ リング

約枚点から学校で行った作文活動の突矧 こつ

いて.乎き手 (児童)と改み手 (英習生)と

の関係を中心に報告 考頼した｡汝み手の､

集魚件の伸iii'的l里浦 共感的理解 ･其来任を

基盤とした教書カウンセリング的態度は.ひ

とこと作文における児鼓の自由な自己表現と

統み下とのコミュニケーションを促進 し､児

虫にも効担感なく受け入れられた｡離み手に

とっては､早期かつ日々の多角的な児童理解

と何軒関係づくりに軒効であった｡

今後は､1(践条件の我利や対照群などを設

けるなどA的な検附を漉密に行っていくと共

に.各児鼓の事例の姓過についても群鰍 こ検

討 していきたい｡

引用文l【

石特-fe(2004)rl島別面接の基本技法J

r教育カウンセラーほ2Iテキス ト (初放ち)J

図書文化.64･73

筆名教子 (2012)rペア学級創作活軌におけ

-145-

るワークシー トの検征 造形遊びの祝点か

片野智拾 .岡EJJ弘 吉tilF&江 (2004)｢構成

的グノレーブェンカウンターJr教育カウン

セラ-塀やテキス ト (初鼓#)J回書文化.

83-93

FZl分旗手 (1979)rカウンセ リングの抜放J

Xnt暮tI

肖分康孝 (2004)r教書カウンセリング鞍 捨 J

r教育カウンセラーtSlfテキス ト (初岬 )Jl

国書文化,8118

小 松ヰ至 打貯曹代里 (2014)r小芋3年生

のEl!引こおける子どもの自己のあらわれ

た号B的アプローチによる探索的考察J

r発達心理学研究125(3).3231335

文部科学省 (2011)r書指宿肋の充実に榊す

る指事事例雅 (小学校版)Jl教育出版

守谷Jl千 ･森万頃子 .平時Jl明 ･坂上典子

(1972)r児丑の自己泣暮の発達-児童の

El記の分析をidlして-Jr教育心理学研究1

20.205~215
守谷Jl子 (1982)r心 からだ .ことばJIミ

ネルヴT卒研
茂呂捷二 (1988)rなぜ人は乎くのかJ東大

出版会

本山方子 (2004)｢小乍佼3if一生の発表活動

における雅致額の自立錬挫- r声が小さい｣

ことの問1盟化と rその子らしさ｣を中心に｣

r質的心理J7:研兜J3,49-75

名張淑子 ･名張恵那 (2007)r子どもの絵で

わかる rできる lマナ式描画の心理解析法

Voll子どもの描写Jn 明敏出版

中村や裕 ･相馬伸一 (2008)r感付衣現を育

む学習指叶 ･生活楕ifのた桝 こ一小学校に

おける感情 日妃におけるZq丑から-Jr広
島任大甘炎Jl49(2).971122

RogerB,CR (1957)rTheNe伐SSaryand

SumclenL CondJtlOn Or Therapeut)C

PersonalltyChAngeJ伊#ff･村山正治

監釈 (2001)rt)ジャーズZB集 (下)J★



爽践研究

心書房

LLI本Jl千 ･小松孝至 (2016)r児童の日記 に

あらわtt,る他者との関係の中の自己一小学

校4年生の日妃の分析-Jr教育心理学研

究164,7687

*原Jt子 .小松ヰ至 (2013)r小学校での日

監活動に対する児JEの隠t ′ト学校4年生

を対銀として｣r教育心理学会Ja会発表替

文典J55.335


	バインダ1_ページ_001
	バインダ1_ページ_002
	バインダ1_ページ_003
	バインダ1_ページ_004
	バインダ1_ページ_005
	バインダ1_ページ_006
	バインダ1_ページ_007
	バインダ1_ページ_008
	バインダ1_ページ_009
	バインダ1_ページ_010
	バインダ1_ページ_011
	バインダ1_ページ_012
	バインダ1_ページ_013
	バインダ1_ページ_014
	バインダ1_ページ_015
	バインダ1_ページ_016
	バインダ1_ページ_017
	バインダ1_ページ_018
	バインダ1_ページ_019
	バインダ1_ページ_020
	バインダ1_ページ_021
	バインダ1_ページ_022
	バインダ1_ページ_023
	バインダ1_ページ_024
	バインダ1_ページ_025
	バインダ1_ページ_026
	バインダ1_ページ_027
	バインダ1_ページ_028
	バインダ1_ページ_029
	バインダ1_ページ_030
	バインダ1_ページ_031
	バインダ1_ページ_032
	バインダ1_ページ_033
	バインダ1_ページ_034
	バインダ1_ページ_035
	バインダ1_ページ_036
	バインダ1_ページ_037
	バインダ1_ページ_038
	バインダ1_ページ_039
	バインダ1_ページ_040
	バインダ1_ページ_041
	バインダ1_ページ_042
	バインダ1_ページ_043
	バインダ1_ページ_044
	バインダ1_ページ_045
	バインダ1_ページ_046
	バインダ1_ページ_047
	バインダ1_ページ_048
	バインダ1_ページ_049
	バインダ1_ページ_050
	バインダ1_ページ_051
	バインダ1_ページ_052
	バインダ1_ページ_053
	バインダ1_ページ_054
	バインダ1_ページ_055
	バインダ1_ページ_056
	バインダ1_ページ_057
	バインダ1_ページ_058
	バインダ1_ページ_059
	バインダ1_ページ_060
	バインダ1_ページ_061
	バインダ1_ページ_062
	バインダ1_ページ_063
	バインダ1_ページ_064
	バインダ1_ページ_065
	バインダ1_ページ_066
	バインダ1_ページ_067
	バインダ1_ページ_068
	バインダ1_ページ_069
	バインダ1_ページ_070
	バインダ1_ページ_071
	バインダ1_ページ_072
	バインダ1_ページ_073
	バインダ1_ページ_074
	バインダ1_ページ_075
	バインダ1_ページ_076
	バインダ1_ページ_077
	バインダ1_ページ_078
	バインダ1_ページ_079
	バインダ1_ページ_080
	バインダ1_ページ_081
	バインダ1_ページ_082
	バインダ1_ページ_083
	バインダ1_ページ_084
	バインダ1_ページ_085
	バインダ1_ページ_086
	バインダ1_ページ_087
	バインダ1_ページ_088
	バインダ1_ページ_089
	バインダ1_ページ_090
	バインダ1_ページ_091
	バインダ1_ページ_092
	バインダ1_ページ_093
	バインダ1_ページ_094
	バインダ1_ページ_095
	バインダ1_ページ_096
	バインダ1_ページ_097
	バインダ1_ページ_098
	バインダ1_ページ_099
	バインダ1_ページ_100
	バインダ1_ページ_101
	バインダ1_ページ_102
	バインダ1_ページ_103
	バインダ1_ページ_104
	バインダ1_ページ_105
	バインダ1_ページ_106
	バインダ1_ページ_107
	バインダ1_ページ_108
	バインダ1_ページ_109
	バインダ1_ページ_110
	バインダ1_ページ_111
	バインダ1_ページ_112
	バインダ1_ページ_113
	バインダ1_ページ_114
	バインダ1_ページ_115
	バインダ1_ページ_116
	バインダ1_ページ_117
	バインダ1_ページ_118
	バインダ1_ページ_119
	バインダ1_ページ_120
	バインダ1_ページ_121
	バインダ1_ページ_122
	バインダ1_ページ_123
	バインダ1_ページ_124
	バインダ1_ページ_125
	バインダ1_ページ_126
	バインダ1_ページ_127
	バインダ1_ページ_128
	バインダ1_ページ_129
	バインダ1_ページ_130
	バインダ1_ページ_131
	バインダ1_ページ_132
	バインダ1_ページ_133
	バインダ1_ページ_134
	バインダ1_ページ_135
	バインダ1_ページ_136
	バインダ1_ページ_137
	バインダ1_ページ_138
	バインダ1_ページ_139
	バインダ1_ページ_140
	バインダ1_ページ_141
	バインダ1_ページ_142
	バインダ1_ページ_143
	バインダ1_ページ_144
	バインダ1_ページ_145
	バインダ1_ページ_146
	バインダ1_ページ_147
	バインダ1_ページ_148
	バインダ1_ページ_149
	バインダ1_ページ_150
	バインダ1_ページ_151
	バインダ1_ページ_152
	バインダ1_ページ_153
	バインダ1_ページ_154



